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26.1 56.5 82.6 17.4 0.0 17.4
2 今回の事業を実施して，普段から職員同士で話し合う習慣がついた。 30.4 52.282.6 17.4 0.0 17.4
3 今回の事業を実施して，保育士達の心にゆとりが生まれた。 20.8 37.5 58.3 37.5 4.2 41.7




70.8 20.8 91.7 8.3 0.0 8.3




25.0 41.7 66.7 33.3 0.0 33.3
8 今回の事業後の気になる子どもの変化に満足している。 16.7 41.7 58.3 29.2 12.5 41.7




62.5 16.7 79.2 20.8 0.0 20.8








45.8 54.2100.0 0.0 0.0 0.0
14「気になる子どものチェックリスト」を使うことは，負担だった。 4.2 20.8 25.0 41.7 33.3 75.0












21.7 39.1 60.9 13.0 26.1 39.1




26.1 39.1 65.2 26.1 8.7 34.8






















































































































12 50.0 24 18 75.0 14 58.3 1 4.2
3 コンサルテーション実施後の子どもの変化を確認する 17 70.8 34 20 58.8 17 50.0 1 2.9
4 その場で保育士の関わり方や動きをアドバイスする 9 37.5 18 13 72.2 10 55.6 2 11.1
協
議
5 気になる子どもの担任との個別に協議をする 17 70.8 34 25 73.5 24 70.6 2 5.9




13 54.2 26 20 76.9 20 76.9 2 7.7
8 分析＆支援シートを用いて協議をする 20 83.3 40 30 75.0 32 80.0 7 17.5




22 91.7 44 31 70.5 32 72.7 2 4.5
11成育歴や家族歴，現在の家庭状況を把握し，分析をする 23 95.8 46 29 63.0 29 63.0 1 2.2
12気になる子どもの発達の状況や特徴について話し合いをする 23 95.8 46 32 69.6 31 67.4 3 6.5
13行動が起きやすい保育場面について分析する 23 95.8 46 35 76.1 35 76.1 1 2.2
14行動の意味について検討する 23 95.8 46 34 73.9 34 73.9 2 4.3
15行動への具体的な対応方法を検討する 24 100.0 48 37 77.1 38 79.2 2 4.2
16支援後の子どもの問題行動の変化の確認をする 23 95.8 46 29 63.0 30 65.2 2 4.3
17支援後に有効な支援方法のまとめをする 20 83.3 40 28 70.0 28 70.0 4 10
18子どもに分かりやすい言葉かけの仕方を検討する 21 87.5 42 34 81.0 34 81.0 1 2.4
19現在の発達状況に応じた保育内容を検討する 15 62.5 30 18 60.0 21 70.0 0 0
20座席の配置や，活動の順番など，日常的な配慮の仕方を検討する 17 70.8 34 24 70.6 23 67.6 1 2.9
21集団活動への参加を可能にするための手立てを検討する 20 83.3 40 28 70.0 30 75.0 0 0
22保育士同士の連携協力のしかたについて共通理解する 17 70.8 34 27 79.4 29 85.3 0 0




16 66.7 32 23 71.9 22 68.8 2 6.3













19 79.2 38 30 78.9 31 81.6 0 0
28気になる子どもの良かった点について気付く視点を提案する 19 79.2 38 27 71.1 26 68.4 0 0
29支援方針や保育方法を検討する際の観点を提示する 18 75.0 36 27 75.0 27 75.0 1 2.8
30個別の障害に関する基本的な知識に関する概説をする 11 45.8 22 16 72.7 16 72.7 0 0
31子どもへのかかわり方の基本的な理論に関する解説をする 13 54.2 26 21 80.8 20 76.9 0 0




18 75.0 36 22 61.1 22 61.1 1 2.8
34すでに行っている支援内容や方法に対して肯定的な評価をする 22 91.7 44 29 65.9 31 70.5 1 2.3




36園長等の管理職と個別の情報交換をする 14 58.3 28 18 64.3 14 50.0 1 3.6




13 54.2 26 19 73.1 20 76.9 0 0




11 45.8 22 15 68.2 15 68.2 0 0
平均 70.5 70.0 3.5
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